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麻薬処方の運用について 
 

5 月 25 日の薬事委員会において，医療情報部およびシステム開発担当を含めた協議の
結果，電子カルテシステムの不備により入院の麻薬処方の施用記録に不具合が生じるため，

入院の麻薬処方に限り以下のように運用が変更されることとなりました。該当薬剤の処方

時にはご注意願います。 
 

○ 1処方箋内には 1種類の麻薬のみ処方して下さい。 
○ 2種類以上の麻薬を処方する場合には，処方箋を別にして処方して下さい。 

 
例１） 

「デュロテップパッチ」と 
「オプソ内服液」を 
併用する場合 

⇒ 

処方 1 

 
＋ 

処方 2 

 

Rp.1 
デュロテップパッチ 2.5mg 1枚
 1日 1回      2日分 

Rp.1 
オプソ内服液 5mg    1包 
 疼痛時     10回分 

 
例２） 

「MSコンチン」の 
規格の異なる 2剤を 
併用する場合 

⇒ 

処方 1 

 
＋ 

処方 2 

 

Rp.1 
MSコンチン錠 10mg   4錠 
 1日 2回朝夕食後  7日分 

Rp.1 
MSコンチン錠 60mg   2錠 
 1日 2回朝夕食後  7日分 

 



 

ただし，麻薬と他の併用薬を同時に処方する場合は，同一処方も可能です。 
 
例３） 

「MSコンチン」と 
「コンスタン」と 
「リスミー」を 
併用する場合 

⇒ 

処方 1 

 
 

Rp.1 
MSコンチン錠 60mg   2錠 
 1日 2回朝夕食後  7日分 

 
Rp.2 
コンスタン 0.4mg錠   1錠 
 1日 1回朝食後   7日分 

 
Rp.3 
リスミー錠 1mg     1錠 
 不眠時       3回分 

 
 
なお，外来の麻薬処方および注射の麻薬処方については，従来どおり同一処方でも可能

とします。 
今回の運用の変更は，麻薬の施用記録を電子カルテに記録するためのシステムの制約上，

やむを得ず実施するものであり，システムの改良により複数の麻薬の施用記録が可能とな

った後には再度運用を変更する予定です。 

 


